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高知市地域公共交通会議 地域公共交通リ・デザイン分科会 

説明資料 

高知新聞報道部・大山泰志 

 

【明日の足―高知の公共交通を考える】２３年９月～２４年６月、５３回連載 

第１便＝嶺北観光の挑戦（運転手不足に悩む路線バス） 

第２便＝岐路に立つ予土線（ＪＲの存廃議論） 

第３便＝行政が埋める空白（コミュニティーバス） 

第４便＝自治体の苦悩（増える行政負担） 

第５便＝隙間埋めるドライバー（タクシー、日本版ライドシェア） 

第６便＝県都の網目（高知市の公共交通） 

第７便＝トンネルの向こう（公共交通の将来） 

 

 

・「利用者減→便数減→利便性低下→さらなる利用者減」という悪循環 

・深刻化する運転手不足 

高知県全体の課題、高知市の課題 



●高松市 

鉄道を基軸にバス路線を再編＝鉄道→循環型バス 

高松琴平電気鉄道 

伏石駅（２０年開業）＝４６億円（市負担１７億円） 

太田―仏生山間に新駅（２６年末開業予定） 

 

●松山市 

００年代初頭から「歩いて暮らせるまちづくり」 

伊予鉄道松山市駅前再整備＝２１億円（市負担１０億円）、２６年秋完成予定 

 

●富山市 

０６年にＪＲ路線を引き継ぎＬＲＴとして開業 

※宇都宮市、２３年にＬＲＴ開業＝事業費６８４億円（市負担２８２億円） 

 

 

   

 



●交通モードの相互連携、ベターミックス 

乗り換え。そのために必要な工夫は。拠点機能 

とさでん交通発足から１０年 

タクシー、日本版ライドシェア 

交通機関の役割分担 

●持続可能な地域交通 

財源をどう確保するか。滋賀県…交通税の検討 

高知県独自の森林環境税（１人５００円、年約１億７千万円） 

負担か投資か。交通政策か福祉政策か 

住民をいかに巻き込むか。住民自らが考える仕組み 

●まちづくり 

首長の意思、判断 

人が集まる場所 

路面電車延伸構想、ターミナル構想 

   

 


